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傳
論　
説
僂
株
主
総
会
等
決
議
取
消
し
の
訴
え
と
訴
え
の
利
益
─
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
有
効
に
成
立
し
確
定
し
た
場
合
に
つ
い
て
─
山
田
純
子
一　
は
じ
め
に
　
会
社
法
八
三
一
条
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
株
主
等
は
、
株
主
総
会
等
の
決
議
の
日
か
ら
三
か
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
っ
て
当
該
決
議
の
取
消
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
法
八
三
一
条
一
項
前
段
）。
当
該
決
議
の
取
消
し
に
よ
り
株
主
と
な
る
者
も
、
同
様
と
す
る
（
会
社
法
八
三
一
条
一
項
後
段
。
以
下
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
請
求
に
係
る
訴
え
を
「
株
主
総
会
等
決
議
取
消
し
の
訴
え
」
と
い
う
）。
株
主
総
会
等
決
議
取
消
し
の
訴
え
の
よ
う
な
形
成
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
実
体
法
が
そ
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
個
別
に
規
定
を
置
い
て
お
り
、
個
別
規
定
の
要
件
を
満
た
し
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
然
に
訴
え
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
決
議
後
の
事
情
の
変
化
に
よ
り
形
成
判
決
を
下
す
実
益
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
の
理
由
に
よ
り
、
訴
え
が
却
下
さ
れ
る
こ
と
が
あ 
る 
。
例
え
ば
、
株
主
総
会
等
決
議
（
先
行
決
議
）
取
（
１
）
論　　　説
（ ）２（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─２
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
①
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
成
立
し
た
場
合
や
、
②
役
員
選
任
決
議
で
あ
る
先
行
決
議
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
全
員
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
、
後
行
決
議
に
よ
っ
て
後
任
役
員
が
選
任
さ
れ
た
場
合
に
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
判
断
し
た
原
判
決
を
支
持
し
た
最
高
裁
判 
例 
が
あ
る
。
近
年
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
（
２
）
上
記
①
お
よ
び
②
の
よ
う
な
場
合
に
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
か
否
か
が
争
点
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
上
記
①
の
よ
う
な
場
合
に
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
近
年
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
、
い
か
な
る
事
情
が
存
在
す
る
と
き
に
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
二　
最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日
民
集
四
六
巻
七
号
二
五
八
〇
頁
（
①
判
決
）
（
１
）
事
案
の
概
要
　
昭
和
六
二
年
三
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｙ
社
の
定
時
株
主
総
会
（
以
下
「
本
件
総
会
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
退
任
取
締
役
お
よ
び
退
任
監
査
役
に
退
職
慰
労
金
を
贈
呈
す
る
旨
の
決
議
（
以
下
「
第
一
の
決
議
」
と
い
う
）
が
成
立
し
た
。
Ｘ
ら
は
退
職
慰
労
金
贈
呈
議
案
に
つ
き
説
明
義
務
違
反
が
あ
っ
た
等
と
主
張
し
て
第
一
の
決
議
の
取
消
し
等
を
求
め
る
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
は
、
第
一
の
決
議
を
取
り
消
し
た
。
Ｙ
社
が
控
訴
し
た
。
控
訴
審
の
係
属
中
で
あ
る
昭
和
六
三
年
三
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｙ
社
の
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
上
記
議
案
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
議
案
（
た
だ
し
、
本
件
総
会
に
お
け
る
の
と
異
な
り
、
贈
呈
す
べ
き
退
職
慰
労
金
の
総
額
が
明
示
さ
れ
た
）
が
可
決
さ
れ
（
以
下
、
こ
れ
を
「
第
二
の
決
議
」
と
い
う
）、
第
二
の
決
議
は
こ
れ
に
対
す
る
取
消
訴
訟
等
の
提
起
も
な
く
確
定
し
た
。
第
二
の
決
議
に
よ
れ
ば
、
退
職
慰
労
金
支
給
の
時
期
は
昭
和
六
二
年
三
月
三
一
日
と
さ
れ
、
第
二
の
決
議
は
、
第
一
の
決
議
の
取
消
し
が
万
一
確
定
し
た
場
合
、
遡
っ
て
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
Ｙ
社
は
、
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第
二
の
決
議
の
成
立
に
よ
っ
て
第
一
の
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
た
等
と
主
張
し
た
。
控
訴
審
は
、
本
件
訴
え
を
却
下
し
た
。
Ｘ
が
上
告
し
た
。
（
２
）
判
旨
　
上
告
棄
却
。
　
「
本
件
に
お
い
て
は
、
仮
に
第
一
の
決
議
に
取
消
事
由
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
取
り
消
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
判
決
の
確
定
に
よ
り
、
第
二
の
決
議
が
第
一
の
決
議
に
代
わ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
の
決
議
の
取
消
し
を
求
め
る
実
益
は
な
く
、
記
録
を
検
討
し
て
も
、
他
に
本
件
訴
え
に
つ
き
訴
え
の
利
益
を
肯
定
す
べ
き
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
（
３
）
検
討
ア　
①
判
決
は
、
株
主
総
会
等
決
議
（
先
行
決
議
）
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
有
効
に
成
立
し
確
定
し
た
場
合
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
直
接
判
示
し
た
初
め
て
の
最
高
裁
判
例
で
あ 
る 
。
①
判
決
以
前
に
も
、
最
判
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
民
集
三
七
巻
五
号
五
一
七
頁
（
②
判
決
）
（
３
）
が
、
計
算
書
類
等
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
の
取
消
し
が
求
め
ら
れ
た
事
案
に
お
い
て
、「
そ
の
勝
訴
の
判
決
が
確
定
す
れ
ば
、
右
決
議
は
初
め
に
遡
っ
て
無
効
と
な
る
結
果
、
…
計
算
書
類
に
つ
い
て
は
総
会
に
お
け
る
承
認
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
…
法
律
上
再
決
議
が
必
要
と
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に
右
議
案
に
つ
き
再
決
議
が
さ
れ
た
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
右
決
議
取
消
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
再
決
議
が
成
立
し
論　　　説
（ ）４（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─４
た
こ
と
が
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
を
失
わ
せ
る
特
別
の
事
情
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、
そ
の
判
示
部
分
は
傍
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
イ　
本
件
に
お
い
て
、
再
決
議
の
内
容
は
、
退
職
慰
労
金
支
給
の
時
期
を
先
行
決
議
の
日
の
翌
日
と
し
、
先
行
決
議
の
取
消
し
が
万
一
確
定
し
た
場
合
に
、
遡
っ
て
効
力
を
生
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
再
決
議
に
そ
の
内
容
通
り
の
効
力
（
遡
及
効
）
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
①
判
決
が
判
示
す
る
よ
う
に
、
仮
に
先
行
決
議
を
取
り
消
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
取
消
判
決
の
確
定
に
よ
り
、
再
決
議
が
先
行
決
議
に
代
わ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
実
益
は
な
く
な
り
、
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
　
株
主
総
会
等
決
議
（
先
行
決
議
）
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
有
効
に
成
立
し
確
定
し
た
場
合
に
、
再
決
議
が
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
お
よ
び
効
力
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
見
解
は
、
再
決
議
を
追
認
決
議
と
解
し
た
う
え
で
、
再
決
議
が
有
効
に
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
先
行
決
議
の
取
消
原
因
は
遡
及
的
に
消
滅
し
、
先
行
決
議
の
取
消
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
と
説 
く 
。
第
二
の
見
解
（
学
説
の
多
数
説
）
は
、
再
決
議
を
先
行
決
議
の
取
消
（
４
）
し
を
条
件
と
す
る
予
備
的
・
条
件
付
決
議
と
解
し
た
う
え
で
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
先
行
決
議
を
取
り
消
し
た
と
し
て
も
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
先
行
決
議
に
代
わ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ 
る 
と
説
く
。
そ
し
て
、
第
二
の
見
解
は
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
（
５
）
と
が
で
き
る
の
は
、
①
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
て
も
、
法
律
関
係
に
変
動
を
生
じ
る
こ
と
が
な
く
、
第
三
者
の
権
利
・
利
益
を
害
す
る
こ
と
も
な
い
場
合
で
あ 
る 
、
あ
る
い
は
、
②
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
、
法
令
の
規
定
の
趣
旨
に
反
し
な
い
場
合
で
（
６
）
あ 
る 
と
解
し
て
い
る
。
（
７
）
　
再
決
議
の
法
的
性
質
お
よ
び
そ
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
見
解
に
従
い
、
再
決
議
は
先
行
決
議
の
取
消
し
を
条
件
と
す
る
予
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備
的
・
条
件
付
決
議
で
あ
り
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
、
先
行
決
議
の
内
容
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
規
律
す
る
法
令
の
規
定
の
趣
旨
に
反
し
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
第
三
者
の
権
利
・
利
益
を
害
し
な
い
場
合
で
あ
る
と
解
す
べ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
本
件
に
お
い
て
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
は
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
退
職
慰
労
金
を
含
む
報
酬
等
に
つ
い
て
規
律
す
る
会
社
法
三
六
一
条
お
よ
び
三
八
七
条
の
規
定
の
趣 
旨 
に
（
８
）
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ 
、
①
判
決
が
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
、
再
決
議
に
よ
っ
て
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
判
示
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三　
東
京
高
判
平
成
二
七
年
三
月
一
二
日
金
判
一
四
六
九
号
五
八
頁
（
③
判
決
）
（
１
）
事
実
の
概
要
　
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
、
Ｙ
社
（
同
年
七
月
一
七
日
の
上
場
廃
止
に
至
る
ま
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
の
上
場
企
業
で
あ
っ
た
）
は
、
定
時
株
主
総
会
（
以
下
「
本
件
定
時
株
主
総
会
」
と
い
う
。
本
件
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
は
定
款
規
定
に
基
づ
き
同
年
三
月
三
一
日
と
さ
れ
た
）
お
よ
び
普
通
株
主
に
よ
る
種
類
株
主
総
会
（
以
下
「
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
」
と
い
い
、
本
件
定
時
株
主
総
会
と
併
せ
て
「
本
件
第
二
回
株
主
総
会
」
と
い
う
。
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
は
同
年
三
月
三
一
日
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｙ
社
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
の
設
定
公
告
を
し
て
お
ら
ず
、
本
件
第
二
回
株
主
総
会
の
開
催
前
、
Ｙ
社
の
定
款
に
は
、
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
に
つ
い
て
の
定
め
は
な
か
っ
た
）
を
開
催
し
た
。
本
件
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
制
度
を
利
用
し
た
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ 
件
（
本
件
第
三
号
議
案
：
①
Ａ
種
種
類
株
式
を
発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
新
設
し
て
Ｙ
社
を
種
類
株
式
発
行
会
社
と
す
る
と
と
も
に
、
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
（
９
）（　
）
１０
る
か
ら
（　
）
１１ト
の
論　　　説
（ ）６（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─６
を
毎
事
業
年
度
末
日
と
す
る
定
款
規
定
を
定
時
株
主
総
会
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
種
類
株
主
総
会
に
準
用
し
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
も
適
用
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
新
設
す
る
、
②
Ｙ
社
の
発
行
す
る
全
て
の
普
通
株
式
に
全
部
取
得
条
項
を
付
す
旨
の
定
款
の
定
め
を
新
設
す
る
、
③
Ｙ
社
が
同
年
七
月
二
二
日
を
取
得
日
と
し
て
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
〔
以
下
「
本
件
種
類
株
式
」
と
い
う
〕
に
係
る
株
主
〔
Ｙ
社
を
除
く
。
以
下
「
本
件
種
類
株
主
」
と
い
う
〕
の
全
員
か
ら
本
件
種
類
株
式
の
全
て
を
取
得
し
（
以
下
、
こ
の
取
得
を
「
本
件
全
部
取
得
」
と
い
う
）、
本
件
全
部
取
得
の
対
価
と
し
て
、
本
件
種
類
株
式
一
株
と
引
換
え
に
Ａ
種
種
類
株
式
を
一
〇
一
万
分
の
一
株
の
割
合
を
も
っ
て
交
付
す
る
）
が
可
決
さ
れ
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
制
度
を
利
用
し
た
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
の
件
（
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
議
案
：
全
部
取
得
条
項
の
付
加
に
係
る
定
款
一
部
変
更
。
以
下
、
本
件
三
号
議
案
と
併
せ
て
「
本
件
全
部
取
得
議
案
」
と
い
う
）
が
可
決
さ
れ 
　
同
年
七
月
二
一
日
時
点
に
お
い
て
Ｙ
社
の
普
通
株
式
を
保
有
し
て
い
た
Ｘ
ら
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
の
設
定
公
告
が
な
く
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
係
る
招
集
手
続
が
会
社
法
一
二
四
条
に
違
反
す
る
こ
と
等
を
主
張
し
て
、
本
件
全
部
取
得
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
各
決
議
の
取
消
し
等
を
求
め
る
本
件
訴
え
を
提
起
し
た
。
　
第
一
審
（
東
京
地
判
平
成
二
六
年
四
月
一
七
日
金
判
一
四
四
四
号
四
四
頁
）
は
、
Ｘ
ら
の
請
求
の
う
ち
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
決
議
の
取
消
し
を
求
め
る
部
分
を
認
容
し
、
そ
の
余
の
決
議
に
係
る
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。
　
Ｙ
社
お
よ
び
Ｘ
ら
の
双
方
が
控
訴
し
た
。
Ｙ
社
は
、
平
成
二
六
年
七
月
四
日
、
Ｙ
社
の
臨
時
株
主
総
会
（
以
下
「
本
件
再
臨
時
株
主
総
会
」
と
い
う
）
お
よ
び
Ｙ
社
の
普
通
株
主
に
よ
る
種
類
株
主
総
会
（
以
下
「
本
件
再
種
類
株
主
総
会
」
と
い
い
、
本
件
再
臨
時
株
主
総
会
と
併
せ
て
「
本
件
再
株
主
総
会
」
と
い
う
）
を
開
催
し
（
本
件
再
株
主
総
会
の
招
集
通
知
は
、
本
件
全
部
取
得
の
効
力
発
生
前
で
あ
る
平
成
二
五
年
七
月
二
一
日
時
点
の
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
に
対
し
て
送
付
さ
れ
た
）、
本
件
再
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
は
、
第
一
号
議
案
（
本
件
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
本
件
三
号
議
案
に
係
る
決
議
追
認
の
件
）
が
可
決
さ
れ
、
本
件
再
種
類
株
（　
）
１２た
。
株主総会等決議取消しの訴えと訴えの利益
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─７（ ）７
主
総
会
に
お
い
て
は
、
第
一
号
議
案
（
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
議
案
に
係
る
決
議
追
認
の
件
。
以
下
、
本
件
再
臨
時
株
主
総
会
に
お
け
る
第
一
号
議
案
と
併
せ
て
「
本
件
再
株
主
総
会
議
案
」
と
い
う
）
が
可
決
さ
れ
た
。
Ｙ
社
は
、
本
件
再
株
主
総
会
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
全
部
取
得
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
各
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
た
等
と
主
張
し
た
。
（
２
）
判
旨
　
控
訴
棄
却
。
ア　
「
全
部
取
得
条
項
付
株
式
に
よ
る
取
得
の
対
価
の
交
付
と
し
て
行
う
新
株
の
発
行
も
法
八
二
八
条
一
項
二
号
の
『
株
式
会
社
の
成
立
後
に
お
け
る
株
式
の
発
行
』
に
当
た
る
か
ら
、
公
開
会
社
で
あ
る
Ｙ
社
に
よ
る
Ａ
種
種
類
株
式
の
発
行
の
無
効
を
主
張
す
る
に
は
、
そ
の
効
力
が
生
じ
た
平
成
二
五
年
七
月
二
二
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
当
該
株
式
発
行
の
無
効
を
訴
え
を
も
っ
て
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
八
二
八
条
一
項
）
と
こ
ろ
、
上
記
期
間
内
に
上
記
株
式
に
つ
い
て
株
式
発
行
の
無
効
の
訴
え
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
…
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
期
間
の
経
過
に
よ
り
、
一
般
に
そ
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
「
し
か
し
、
…
既
に
Ａ
種
種
類
株
式
の
発
行
に
つ
い
て
無
効
を
主
張
し
得
な
い
段
階
に
至
っ
て
い
て
も
、
本
件
全
部
取
得
議
案
の
決
議
取
消
判
決
に
よ
り
、
全
て
の
普
通
株
式
に
全
部
取
得
条
項
を
付
し
、
Ｙ
社
が
全
て
の
本
件
種
類
株
式
を
取
得
す
る
部
分
の
限
度
で
は
遡
及
的
に
決
議
の
効
力
が
失
わ
れ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
、
本
件
全
部
取
得
議
案
は
、
定
款
変
更
の
形
式
を
と
る
も
の
で
あ
っ
て
、
定
款
変
更
は
上
記
平
成
二
五
年
七
月
二
二
日
の
本
件
種
類
株
式
の
全
部
取
得
を
も
っ
て
一
回
的
に
効
力
が
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
変
更
後
の
定
款
と
し
て
効
力
を
有
す
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
の
限
り
に
お
い
て
上
記
決
議
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
は
消
滅
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
論　　　説
（ ）８（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─８
イ　
「
株
主
総
会
決
議
に
取
消
事
由
が
あ
る
が
、
無
効
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
場
合
、
当
該
決
議
を
取
り
消
す
判
決
が
確
定
す
る
ま
で
は
当
該
決
議
は
有
効
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
…
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
決
議
が
無
効
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
株
主
と
し
て
本
件
再
株
主
総
会
の
招
集
通
知
を
受
け
、
こ
れ
に
出
席
し
た
者
は
、
株
主
の
地
位
に
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
本
件
再
株
主
総
会
の
決
議
は
、
株
主
総
会
の
決
議
と
し
て
の
効
力
を
有
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
ウ　
「
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
遡
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
令
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
手
続
上
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
遡
及
的
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」「
本
件
再
種
類
株
主
総
会
の
決
議
で
可
決
さ
れ
た
本
件
再
種
類
株
主
総
会
の
第
一
号
議
案
の
内
容
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
決
議
を
追
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
件
再
種
類
株
主
総
会
決
議
に
よ
っ
て
、
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
時
点
で
本
件
全
部
取
得
議
案
が
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」「
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
時
点
で
普
通
株
式
を
有
す
る
種
類
株
主
は
、
本
来
、
全
て
の
普
通
株
式
に
全
部
取
得
条
項
を
つ
け
る
定
款
変
更
を
す
る
か
否
か
の
意
思
決
定
が
で
き
る
ほ
か
に
、
仮
に
採
決
に
よ
っ
て
自
己
の
意
見
が
通
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
全
部
取
得
決
議
に
よ
る
取
得
日
ま
で
の
間
に
、
自
己
の
保
有
す
る
株
式
を
他
に
譲
渡
し
た
り
、
裁
判
所
に
取
得
価
格
の
決
定
を
申
し
立
て
る
な
ど
の
手
続
を
執
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
、
取
得
日
と
さ
れ
る
日
よ
り
も
後
に
行
わ
れ
た
決
議
に
よ
っ
て
遡
っ
て
当
該
種
類
株
式
に
全
部
取
得
条
項
を
付
加
す
る
定
款
変
更
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
反
対
株
主
等
の
手
続
保
障
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
た
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
時
点
の
株
主
と
、
本
件
再
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
株
主
が
全
く
同
一
で
あ
る
と
か
、
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
時
点
で
の
全
て
の
本
件
種
類
株
主
に
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
に
関
す
る
決
定
に
係
る
反
対
株
主
等
の
手
続
保
障
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
か
の
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
の
株主総会等決議取消しの訴えと訴えの利益
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─９（ ）９
効
力
を
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
日
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」「
本
件
に
お
い
て
は
、
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
時
点
で
の
本
件
種
類
株
主
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
上
記
特
別
の
事
情
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」
「
よ
っ
て
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
に
よ
っ
て
本
件
全
部
取
得
議
案
の
決
議
取
消
し
の
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
…
。」
エ　
「
本
件
第
２
回
種
類
株
主
総
会
の
開
催
前
に
お
い
て
、
Ｙ
社
の
定
款
に
は
、
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使
に
係
る
基
準
日
の
定
め
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
法
一
二
四
条
三
項
但
し
書
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
Ｙ
社
は
、
同
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
を
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
と
定
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
二
週
間
前
ま
で
に
当
該
基
準
日
を
設
定
す
る
旨
の
公
告
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
…
そ
の
旨
の
公
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
同
種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
の
公
告
は
法
一
二
四
条
三
項
に
違
反
す
る
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
当
該
基
準
日
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
同
種
類
株
主
総
会
に
係
る
招
集
の
手
続
は
法
令
に
違
反
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
種
類
株
主
総
会
議
案
の
決
議
に
は
取
消
事
由
（
法
八
三
一
条
一
項
一
号
）
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
（
３
）
検
討
ア　
判
旨
ア
に
対
し
て
は
、
株
式
発
行
に
関
す
る
株
主
総
会
等
決
議
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
当
該
株
式
が
発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い 
こ
ろ
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
全
部
取
得
と
そ
の
対
価
株
式
の
発
行
と
は
少
数
株
主
の
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
と
い
う
組
織
的
行
為
に
お
け
る
表
裏
一
体
の
行
為
で
あ
り
、
一
方
の
効
（　
）
１３る
と
論　　　説
（ ）１０（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１０
力
は
他
方
の
効
力
と
一
体
的
に
処
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
の
効
力
発
生
後
は
、
全
部
取
得
に
必
要
な
一
連
の
株
主
総
会
・
種
類
株
主
総
会
の
決
議
の
取
消
訴
訟
の
訴
え
の
利
益
は
消
滅
し
、
全
部
取
得
の
対
価
株
式
の
発
行
に
つ
い
て
株
式
発
行
無
効
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
、
全
部
取
得
に
つ
い
て
も
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ 
　
し
か
し
、
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
の
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
る
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
全
部
取
得
と
株
式
併
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
争
う
特
別
の
制
度
は
存
在
せ 
そ
の
効
力
を
争
う
た
め
に
は
、
全
部
取
得
に
必
要
な
一
連
の
株
主
総
会
・
種
類
株
主
総
会
の
決
議
ま
た
は
株
式
併
合
の
た
め
の
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
争
う
方
法
に
よ
る
こ
と
と
な
る
と
解
さ
れ
て
い 
株
式
併
合
に
つ
い
て
は
、
株
式
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
株
式
併
合
の
効
力
発
生
日
後
も
、
株
式
併
合
の
た
め
の
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
全
部
取
得
に
つ
い
て
の
規
律
も
、
株
式
併
合
に
つ
い
て
の
規
律
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
べ
く
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
日
後
も
、
全
部
取
得
に
必
要
な
一
連
の
株
主
総
会
・
種
類
株
主
総
会
の
決
議
の
効
力
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ 
イ　
判
旨
イ
に
対
し
て
は
、
再
決
議
は
、
先
行
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
備
え
て
そ
の
状
況
を
前
提
に
、
先
行
決
議
の
内
容
を
再
度
株
主
総
会
に
お
い
て
決
議
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
判
旨
イ
は
形
式
的
な
理
由
付
け
で
あ
り
、
説
得
力
に
欠
け
る
と
の
批
判
が
あ 
　
し
か
し
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
有
効
に
成
立
し
た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
再
決
議
が
株
主
総
会
・
種
類
株
主
総
会
の
決
議
で
あ
る
と
法
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 
本
件
再
株
主
総
会
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
一
二
四
条
二
項
お
よ
び
三
項
の
規
定
に
従
っ
た
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
の
設
定
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
件
再
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
、
本
件
再
株
主
総
会
開
催
時
点
（
本
件
種
類
株
式
の
取
得
日
後
で
あ
り
、
本
（　
）
１４る
。
（　
）
１５ず
、
（　
）
１６る
。
（　
）
１７る
。
（　
）
１８る
。
（　
）
１９い
。
株主総会等決議取消しの訴えと訴えの利益
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１１（ ）１１
件
全
部
取
得
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
各
決
議
の
取
消
判
決
が
確
定
し
て
い
な
い
時
点
）
で
の
株
主
・
種
類
株
主
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
件
全
部
取
得
に
よ
り
Ａ
種
種
類
株
式
を
取
得
し
た
二
名
の
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
再
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
し
た
の
は
、
本
件
種
類
株
式
の
取
得
日
前
で
あ
る
平
成
二
五
年
七
月
二
一
日
時
点
の
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
を
Ｙ
社
の
株
主
総
会
・
種
類
株
主
総
会
の
決
議
で
あ
る
と
法
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な 
ウ　
判
旨
ウ
は
、
判
旨
イ
を
前
提
と
す
る
限
り
、
傍
論
で
あ
る
。
本
件
全
部
取
得
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
各
決
議
の
取
消
判
決
の
確
定
に
よ
り
、
本
件
種
類
株
式
の
取
得
日
前
の
株
主
が
遡
及
的
に
株
主
の
地
位
を
回
復
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
主
張
を
Ｘ
ら
お
よ
び
Ｙ
社
が
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
判
旨
ウ
は
、
仮
に
本
件
再
株
主
総
会
決
議
が
有
効
な
決
議
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
決
議
時
点
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
種
類
株 
ら
、
①
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
、
②
本
件
種
類
株
式
の
取
得
日
ま
で
の
間
に
、
自
己
の
保
有
す
る
本
件
種
類
株
式
を
他
に
譲
渡
す
る
、
③
（
平
成
二
六
年
改
正
前
会
社
法
の
下
で
）
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
決
議
時
点
か
ら
二
〇
日
以
内
に
、
裁
判
所
に
対
し
取
得
価
格
の
決
定
の
申
立
て
を
す
る
（
平
成
二
六
年
改
正
前
会
社
法
一
七
二
条
一
項
）
等
の
手
続
保
障
を
奪
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
本
件
再
株
主
総
会
議
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
全
部
取
得
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
各
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。
　
確
か
に
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
（
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
）
の
設
定
は
会
社
法
一
二
四
条
三
項
に
違
反
し
て
お
り
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
種
類
株
主
の
う
ち
、
平
成
二
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
二
八
日
ま
で
の
間
に
Ｙ
社
株
式
を
取
得
し
た
者
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ 
ら
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
株
主
と
本
件
再
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
株
主
と
が
同
一
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
決
議
時
点
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
、
少
数
（　
）
２０い
。
（　
）
２１主
か（　
）
２２た
か
論　　　説
（ ）１２（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１２
株
主
の
利
益
保
護
の
た
め
に
法
令
が
規
定
し
て
い
る
手
続
保
障
（
と
り
わ
け
議
決
権
行
使
の
機
会
）
を
少
数
株
主
か
ら
奪
う
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
旨
ウ
が
本
件
再
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
決
議
時
点
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
こ
と
は
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
上
記
二
（
３
）
イ
の
第
二
の
見
解
が
示
す
基
準
（
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
、
先
行
決
議
の
内
容
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
規
律
す
る
法
令
の
規
定
の
趣
旨
に
反
し
な
い
か
、
第
三
者
の
権
利
・
利
益
を
害
し
な
い
か
）
に
照
ら
し
て
、
こ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き 
エ　
以
上
の
よ
う
な
検
討
を
踏
ま
え
て
、
株
主
総
会
等
決
議
（
先
行
決
議
）
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
（
再
決
議
が
株
主
総
会
・
種
類
株
主
総
会
の
決
議
で
あ
る
と
法
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
）
有
効
に
成
立
し
確
定
し
た
場
合
に
、
先
行
決
議
の
内
容
が
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
全
部
取
得
や
株
式
併
合
の
方
法
に
よ
る
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
に
お
け
る
よ
う
に
会
社
の
株
主
構
成
を
変
更
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
再
決
議
に
よ
っ
て
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
行
決
議
に
基
づ
き
会
社
の
株
主
構
成
が
変
更
さ
れ
た
後
に
再
決
議
が
成
立
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
先
行
決
議
に
基
づ
き
会
社
の
株
主
構
成
が
変
更
さ
れ
る
前
に
再
決
議
が
成
立
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
先
行
決
議
（
ま
た
は
基
準
日
）
時
点
で
の
株
主
と
再
決
議
（
ま
た
は
基
準
日
）
時
点
で
の
株
主
と
が
同
一
で
な
い
と
き
は
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
は
、
少
数
株
主
の
利
益
保
護
の
た
め
に
法
令
が
規
定
し
て
い
る
手
続
保
障
（
と
り
わ
け
議
決
権
行
使
の
機
会
）
を
少
数
株
主
か
ら
奪
う
こ
と
と
な
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ 
再
決
議
に
よ
っ
て
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
な
い
。
四　
お
わ
り
に
　
本
稿
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
等
決
議
（
先
行
決
議
）
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
（　
）
２３る
。
（　
）
２４ず
、
株主総会等決議取消しの訴えと訴えの利益
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１３（ ）１３
議
が
成
立
し
た
場
合
に
、
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
近
年
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
、
い
か
な
る
事
情
が
存
在
す
る
と
き
に
、
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
。
本
稿
の
結
論
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
　
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
有
効
に
成
立
し
確
定
し
た
場
合
、
再
決
議
は
先
行
決
議
の
取
消
し
を
条
件
と
す
る
予
備
的
・
条
件
付
決
議
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
再
決
議
に
よ
っ
て
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
、
上
記
二（
３
）
イ
の
第
二
の
見
解
が
示
す
基
準
（
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
、
先
行
決
議
の
内
容
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
規
律
す
る
法
令
の
規
定
の
趣
旨
に
反
し
な
い
か
、
第
三
者
の
権
利
・
利
益
を
害
し
な
い
か
）
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
る
。
　
先
行
決
議
の
内
容
が
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
全
部
取
得
や
株
式
併
合
の
方
法
に
よ
る
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
に
お
け
る
よ
う
に
会
社
の
株
主
構
成
を
変
更
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
先
行
決
議
と
同
一
の
内
容
を
有
す
る
再
決
議
が
有
効
に
成
立
し
確
定
し
た
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
行
決
議
に
基
づ
き
会
社
の
株
主
構
成
が
変
更
さ
れ
た
後
に
再
決
議
が
成
立
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
先
行
決
議
に
基
づ
き
会
社
の
株
主
構
成
が
変
更
さ
れ
る
前
に
当
該
再
決
議
が
成
立
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
先
行
決
議
（
ま
た
は
基
準
日
）
時
点
で
の
株
主
と
再
決
議
（
ま
た
は
基
準
日
）
時
点
で
の
株
主
と
が
同
一
で
な
い
と
き
は
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
は
、
少
数
株
主
の
利
益
保
護
の
た
め
に
法
令
が
規
定
し
て
い
る
手
続
保
障
（
と
り
わ
け
議
決
権
行
使
の
機
会
）
を
少
数
株
主
か
ら
奪
う
こ
と
と
な
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
再
決
議
に
よ
っ
て
先
行
決
議
を
取
り
消
す
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
な
い
。
　
本
稿
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
等
決
議
（
先
行
決
議
）
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
、
役
員
選
任
決
議
で
あ
る
先
行
決
議
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
全
員
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
、
後
行
決
議
に
よ
っ
て
後
任
役
員
が
選
任
さ
れ
た
場
合
に
、
先
行
決
議
を
取
り
論　　　説
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消
す
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
近
年
の
裁
判 
素
材
と
し
て
、
い
か
な
る
事
情
が
存
在
す
る
と
き
に
、
訴
え
の
利
益
が
失
わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。
（　
）
２５例
を
（
１
）　
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法　
上
〔
第
二
版
補
訂
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
三
九
〇
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
〔
第
七
版
〕』
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
七
一
頁
、
田
中
亘
『
会
社
法
〔
第
二
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
二
〇
一
頁
。
（
２
）　
上
記
①
の
場
合
に
つ
き
、
後
掲
最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日
、
上
記
②
の
場
合
に
つ
き
、
最
判
昭
和
四
五
年
四
月
二
日
民
集
二
四
巻
四
号
二
二
三
頁
。
（
３
）　
大
内
俊
身
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
平
成
四
年
度
）』（
法
曹
会
、
一
九
九
五
年
）
四
四
一
頁
。
（
４
）　
米
津
昭
子
「
判
批
」
商
事
一
一
四
八
号
（
一
九
八
八
年
）
六
頁
。
（
５
）　
中
島
弘
雅
「
株
主
総
会
の
再
決
議
と
訴
え
の
利
益
」
商
事
一
一
八
〇
号
（
一
九
八
九
年
）
六
頁
、
大
杉
謙
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
九
七
六
号
（
一
九
九
一
年
）
一
一
二
頁
、
大
内
・
前
掲
注
（
３
）
四
四
四
頁
─
四
四
五
頁
。
（
６
）　
中
島
・
前
掲
注
（
５
）
六
頁
、
大
杉
・
前
掲
注
（
５
）
一
一
二
頁
、
大
内
・
前
掲
注
（
３
）
四
四
四
頁
─
四
四
五
頁
。
（
７
）　
伊
藤
靖
史
「
株
主
総
会
の
変
容
と
会
社
法
制
の
あ
り
方　
Ⅳ
株
主
総
会
に
関
す
る
近
年
の
裁
判
例
」
商
事
二
一
七
五
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
五
頁
─
三
八
頁
。
（
８
）　
会
社
法
三
六
一
条
の
規
定
の
趣
旨
は
、
取
締
役
（
会
）
に
よ
る
お
手
盛
り
の
弊
害
の
防
止
で
あ
り
、
会
社
法
三
八
七
条
の
規
定
の
趣
旨
は
、
監
査
役
の
独
立
性
の
保
持
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
判
平
成
一
七
年
二
月
一
五
日
判
時
一
八
九
〇
号
一
四
三
頁
参
照
）。
（
９
）　
伊
藤
・
前
掲
注
（
７
）
三
六
頁
。
前
掲
最
判
平
成
一
七
年
二
月
一
五
日
は
、
役
員
報
酬
等
が
株
主
総
会
決
議
を
経
ず
に
支
給
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
後
に
株
主
総
会
決
議
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
法
三
六
一
条
お
よ
び
三
八
七
条
の
趣
旨
は
、
事
後
的
に
せ
よ
達
せ
ら
れ
る
と
判
示
し
て
い
る
。
（　
）　
先
行
決
議
の
内
容
が
計
算
書
類
承
認
で
あ
る
場
合
に
も
、
先
行
決
議
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
未
確
定
と
な
る
計
算
書
類
を
確
定
さ
せ
る
の
１０
に
再
決
議
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
②
判
決
、
伊
藤
・
前
掲
注
（
７
）
参
照
）。
こ
株主総会等決議取消しの訴えと訴えの利益
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１５（ ）１５
れ
に
対
し
、
先
行
決
議
の
内
容
が
役
員
解
任
、
役
員
選
任
お
よ
び
定
款
変
更
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
解
任
に
つ
い
て
は
、
委
任
の
解
除
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
（
会
社
法
三
三
〇
条
、
民
法
六
五
二
条
・
六
二
〇
条
）
た
め
（
大
内
・
前
掲
注
（
３
）
四
四
六
頁
）、
あ
る
い
は
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
は
、
役
員
の
地
位
の
喪
失
時
期
に
影
響
を
与
え
、
再
決
議
時
点
ま
で
の
報
酬
請
求
権
を
一
方
的
に
奪
う
こ
と
と
な
る
た
め
（
株
主
総
会
等
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
東
京
高
判
平
成
二
三
年
一
月
二
六
日
判
タ
一
三
六
一
号
二
一
八
頁
参
照
）、
役
員
選
任
お
よ
び
定
款
変
更
に
つ
い
て
は
、
法
律
関
係
や
第
三
者
の
権
利
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
（
伊
藤
・
前
掲
注
（
７
）
三
八
頁
）、
著
し
く
法
的
安
定
性
を
害
す
る
（
名
古
屋
地
判
平
成
二
八
年
九
月
三
〇
日
判
時
二
三
二
九
号
七
七
頁
）
た
め
、
再
決
議
に
遡
及
効
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
（　
）　
「
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
」
と
は
、
少
数
株
主
の
締
め
出
し
の
こ
と
で
あ
り
、
会
社
法
学
説
に
お
い
て
は
、
同
じ
意
味
で
一
般
に
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
１１
ト
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
で
は
、
③
判
決
に
お
け
る
用
語
と
揃
え
る
た
め
、「
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
」
の
語
を
用
い
る
。
（　
）　
本
件
第
三
号
議
案
②
に
係
る
定
款
変
更
は
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
議
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
を
、
本
件
全
部
取
得
は
本
件
第
二
回
種
類
株
主
１２
総
会
議
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
お
よ
び
本
件
三
号
議
案
②
に
係
る
定
款
変
更
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
を
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
議
案
に
係
る
定
款
変
更
は
本
件
三
号
議
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
効
力
発
生
の
条
件
と
す
る
こ
と
も
、
本
件
全
部
取
得
議
案
の
内
容
と
さ
れ
て
い
た
。
（　
）　
株
主
以
外
の
者
に
新
株
引
受
権
を
与
え
る
旨
の
株
主
総
会
決
議
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
き
、
最
判
昭
和
三
七
年
一
月
一
九
日
民
集
一
六
巻
一
号
七
１３
六
頁
参
照
。
株
式
発
行
の
無
効
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
二
八
条
一
項
二
号
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
会
社
法
上
の
公
開
会
社
の
株
式
発
行
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
に
取
消
事
由
が
あ
る
こ
と
は
、
株
式
発
行
の
無
効
事
由
と
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（　
）　
吉
本
健
一
「
判
批
」
金
判
一
四
七
八
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
頁
。
１４
（　
）　
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
に
よ
り
利
用
可
能
と
な
っ
た
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
（
会
社
法
一
七
九
条
）
の
方
法
に
よ
る
ス
ク
イ
ズ
ア
１５
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
売
渡
株
式
等
の
取
得
の
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
四
六
条
の
二
）
の
制
度
が
存
在
す
る
。
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
の
下
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
は
、
特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
ま
た
は
株
式
併
合
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
藤
田
友
敬
＝
澤
口
実
「〈
対
談
〉
こ
れ
か
ら
の
会
社
実
務
」
ジ
ュ
リ
一
五
〇
〇
号
〔
二
〇
一
六
年
〕
一
五
頁
〔
澤
口
発
言
〕）。
（　
）　
田
中
・
前
掲
注
（
１
）
六
一
六
頁
。
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
は
、
明
文
の
規
定
に
よ
り
、
株
主
総
会
等
決
議
の
取
１６
論　　　説
（ ）１６（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１６
消
し
に
よ
り
株
主
と
な
る
者
が
株
主
総
会
等
決
議
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
会
社
法
八
三
一
条
一
項
後
段
）。
（　
）　
弥
永
真
生
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
四
八
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
頁
、
久
保
田
安
彦
「
判
批
」
法
研
八
九
巻
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
五
頁
。
本
１７
件
に
お
い
て
、
Ａ
種
種
類
株
式
の
発
行
が
無
効
と
な
ら
ず
、
本
件
全
部
取
得
の
み
が
無
効
と
な
る
と
、
Ａ
種
種
類
株
式
は
Ｙ
社
の
自
己
株
式
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
弥
永
・
前
掲
三
頁
）。
（　
）　
吉
本
・
前
掲
注
（　
）
五
頁
、
久
保
田
・
前
掲
注
（　
）
一
二
六
頁
。
１８
１４
１７
（　
）　
弥
永
・
前
掲
注
（　
）
三
頁
、
伊
藤
・
前
掲
注
（
７
）
三
六
頁
。
１９
１７
（　
）　
高
田
晴
仁
「
判
批
」
法
教
四
二
六
号
別
冊
附
録
（
二
〇
一
六
年
）
一
七
頁
。
Ｘ
ら
の
う
ち
の
一
部
の
者
が
、
本
件
再
株
主
総
会
議
案
を
可
決
す
る
２０
旨
の
各
決
議
の
不
存
在
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
、
東
京
地
判
平
成
二
七
年
三
月
一
六
日
判
時
二
二
七
二
号
一
三
八
頁
は
、
各
決
議
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
（　
）　
判
旨
エ
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
係
る
基
準
日
（
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日
）
の
設
定
は
会
社
法
一
二
四
条
三
２１
項
に
違
反
し
無
効
で
あ
り
（
山
下
友
信
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
３
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
五
頁
〔
前
田
雅
弘
〕
参
照
）、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
種
類
株
主
で
あ
っ
た
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（　
）　
こ
れ
ら
の
者
は
、
本
件
種
類
株
式
が
上
場
廃
止
と
な
る
本
件
種
類
株
式
の
取
得
日
の
前
日
ま
で
は
、
自
己
の
保
有
す
る
株
式
を
他
に
譲
渡
す
る
こ
２２
と
が
で
き
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
決
議
時
点
か
ら
二
〇
日
以
内
は
、
裁
判
所
に
対
し
取
得
価
格
の
決
定
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
伊
藤
・
前
掲
注
（
７
）
三
八
頁
）。
（　
）　
判
旨
ウ
の
理
由
付
け
に
対
し
て
は
、
判
旨
ウ
が
、
本
件
再
株
主
総
会
決
議
の
効
力
を
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
決
議
時
点
ま
で
遡
及
さ
せ
る
こ
２３
と
が
で
き
る
特
別
の
事
情
と
し
て
、
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
種
類
株
主
と
、
本
件
再
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
株
主
と
が
全
く
同
一
で
あ
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
仮
に
本
件
第
二
回
種
類
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
種
類
株
主
と
、
本
件
再
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
株
主
と
が
全
く
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
再
株
主
総
会
開
催
時
点
で
の
株
主
は
、
本
件
再
株
主
総
会
に
お
い
て
反
対
の
議
決
権
行
使
を
し
た
後
に
、
改
め
て
裁
判
所
に
対
す
る
取
得
価
格
の
決
定
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
再
株
主
総
会
の
開
催
時
期
に
よ
っ
て
は
、
申
立
期
間
が
経
過
し
て
お
り
、
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
（
久
保
田
・
前
掲
注
株主総会等決議取消しの訴えと訴えの利益
（甲南法学’ ２１）６１─１・２・３・４─１７（ ）１７
（　
）
一
二
八
頁
─
一
二
九
頁
）。
１７
（　
）　
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
を
行
お
う
と
す
る
よ
う
な
会
社
に
お
い
て
は
、
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
の
効
力
発
生
前
に
再
決
議
が
成
立
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
２４
先
行
決
議
（
ま
た
は
基
準
日
）
時
点
で
の
株
主
と
再
決
議
（
ま
た
は
基
準
日
）
時
点
で
の
株
主
と
が
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
は
通
常
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
再
決
議
に
遡
及
効
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
通
常
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
伊
藤
・
前
掲
注
（
７
）
三
七
頁
）。
（　
）　
こ
の
よ
う
な
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
九
月
一
二
日
金
判
一
五
五
三
号
一
七
頁
、
金
沢
地
判
平
成
三
一
年
二
月
一
九
日
Ｌ
Ｌ
Ｉ
／
２５
Ｄ
Ｂ
判
例
番
号
Ｌ
０
７
４
５
０
０
４
４
、
最
判
令
和
二
年
九
月
三
日
裁
時
一
七
五
一
号
一
頁
が
あ
る
。
